
平成17年 

〈今月の主な内容〉 

月 

TOMOBE  PUBLIC  INFORMATION

12
No.446

［特集］新笠間市市章決定 ………………………２～３
●平成17年度上半期財政状況…………………………………４～５
●まちの話題 ……………………………………………………６～７
●スポーツ／友部ＳＡスマートＩＣ …………………………８～９
●友部学／町民文化祭 ………………………………………10～11
●北山の四季／町の元気人 …………………………………12～13
●としょかん／こうみん ……………………………………14～15
●みんなのひろば ……………………………………………16～17
●情報ＢＯＸ …………………………………………………18～21
●郷土の先人たち……………………………………………………22

カチカチ火の用心!（11月14日　幼年消防隊防火パレード）



tomobetomobe

iwamaiwama

笠間 

友部 

岩間 

第９回合併協議会（11/8） 

新“笠間市”の市章デザインが決定 新“笠間市”の市章デザインが決定 
来年３月19日に、笠間市･友部町･岩間町が合併して誕生する新「笠間市」の市章
が決まりました。3市町をはじめ県内外から966点にのぼる応募作品の中から
慎重な協議の上、下記作品が市章に決定しました。 

●募集期間･･･７月１日から8月10日 

　　　↓ (全国から966点の応募) 

●第1次選定 

　　　↓ (笠間高等学校の工芸デザインコースの先生、生徒たちに協力

　　　　  を得ました) 

●第２次選定 

　　　↓ (市章候補選定小委員会で、10作品を選定) 

●合併協議会で最優秀賞１点、優秀賞４点を決定 

３市町の合併を意味する強い団結の輪で、笠間市の頭文字「Ｋ」を表現。人も緑も水もいきいきと輝

く姿や、列車や自動車などの交通の要衝としての利便性も表し、｢住みよいまち 訪れてよいまち 笠

間市｣をイメージしています。 
協議会を公開します。(会場の都合上、人数に制限がありますので、ご了承ください。） 

・日　時　１月31日（火） 13時30分～ 

・会　場　岩間町役場 ２階会議室 

・内　容　事務事業の調整等について 

※協議会の会議資料や会議録は、どなたでも見ることができます。(閲覧場所:役場２階企画課)

草野　敬一さん（長崎県） 
くさ　 の　　　　けい  いち 

このデザインを基本とし一部修正を加え使用します。 

特集　新笠間市市章決定 

〒309-1613　笠間市石井２０６８の１ 笠間市中央公民館内 

　　　　　　　笠間市･友部町･岩間町合併協議会事務局(TEL 73－0133) 

　　　　　　　ＨＰ http://www.city.kasama.ibaraki.jp/～gappei/

3市町の現況 笠間市 

131.61� 

29,422人 

58.71� 

35,773人 

17.7% 22.7% ─ 

12,161世帯 

95億2,768万円 

5,344世帯 

50億409万円 

27,566世帯 

─ 

23.4%

10,061世帯 

99億5,414万円 

49.93� 240.25� 

16,283人 81,478人 

友部町 岩間町 合計 

面積 

人口（常住人口、11月1日現在） 

世帯数（11月1日現在） 

歳出決算額 
（平成16年度、一般会計） 

老齢人口割合 
（65歳以上、４月１日現在） 

   （12月8日現在） 

彦根  　正さん（東京都） 
ひこ　ね　　　　　 ただし 

立志  哲洋さん（東京都） 
たて　し　　　てつ  ひろ 

下東  園子さん（兵庫県） 
しも ひがし　  その　 こ 

金津  　博さん（新潟県） 
かな　 づ　　　　　ひろし 

広報ともべ12月号 2広報ともべ12月号3
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 表します 

0 5 10 15 20 25

15億8,055万6千円 
4億3,448万1千円（27.5%） 

6億7,529万円 
2億548万2千円（30.4%） 

10億1,783万4千円 

3億9,336万8千円（38.6%） 

20億8,695万7千円 

12億4,630万9千円 

6億4,785万8千円 

6億181万9千円 

8億9,722万5千円（43.0%） 

24億2,455万6千円 
9億44万7千円（37.1%） 

6億4,042万1千円（51.4%） 

4億2,310万6千円（65.3%） 

1億8,494万7千円（30.7%） 

土 木 費  

民 生 費  

総 務 費  

衛 生 費  

教 育 費  

公 債 費  

消 防 費  

 

そ の 他  支出済額（執行率） 
予算現額 項

目 

歳　出 支出済額　42億605万4千円（執行率39.7%） 

農　　林 
水産業費 

(億円)

3億176万円 
1億2,657万7千円（41.9%） 

当初予算額は、93億52万1千円でしたが、その後、事業の推進や見直しなどで11億
9,156万1千円の増額補正を行いました。これに前年度から繰り越された予算9,085万7
千円を加え、９月30日現在の予算額は105億8,293万9千円となりました。

○国民健康保険…被保険者に対する医療費給付や老人保健への拠出金です。
○老人保健…75歳以上（一部65歳以上）の高齢者の医療費です。
○介護保険…在宅サービス、施設サービスの介護給付費や認定調査費です。
○農業集落排水事業…枝折川地区の設計や工事費です。
○公共用地先行取得事業…先行取得用地の償還が14年度で終えたため、予算
1千円の計上となっています。

予算現額 収入済額 支出済額 執行率 

国民健康保険 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

農業集落排水事業 

公共用地先行取得事業 

24億1,851万9千円 

21億975万5千円 

15億9,578万5千円 

4億3,309万9千円 

1千円 

65億5,715万9千円 

10億9,258万7千円 

8億7,713万7千円 

6億4,685万2千円 

9,229万9千円 

0円 

27億887万5千円 

11億2,478万9千円 

8億2,678万9千円 

5億9,683万2千円 

7,733万1千円 

0円 

26億2,574万1千円 

46.5% 

39.2% 

37.4% 

17.9% 

0% 

40.0%

区　　分 

合　　計 

■町債の状況

■一部事務組合の地方債の状況(友部町分)

区　　分 現　在　高 

67億7,207万7千円 

31億5,213万2千円 

6,225万円 

30億8,988万2千円 

18億5,988万円 

1億3,707万円 

17億2,281万円 

117億8,408万9千円 

一般会計 

特別会計  

　介護保険  

　農業集落排水事業  

企業会計 

　国保病院事業 

　水道事業 

 

（平成17年９月30日現在）

合　　計 

区　　分 現　在　高 

82億2,372万5千円 

9億8,390万2千円 

3,971万9千円 

6億3,550万4千円 

98億8,285万円 
　　　　　　　　　　（平成17年９月30日現在） 
※友部・笠間広域下水道組合以外の地方債は平成 
　17年度の負担金の割合で按分 

合　　計 

友部・笠間広域下水道組合 

友部地方広域環境組合  

茨城地方広域環境事務組合 

笠間地方広域事務組合  

特別会計特別会計

町では、町民の皆さんに町の財政がどのように運営
され、どのような状況にあるのかを知っていただく
ため、毎年｢町の財政状況｣を公表しています。
今回は、平成17年度上半期(平成17年４月１日から
９月30日まで)の財政状況についてお知らせします。

問合せ　総務課（内線203）
Eメールzaisei@town.tomobe.ibaraki.jp

全国高等学校アームレスリング大会



広報ともべ12月号5

34億6,121万7千円 

16億5,269万円 

10億5,556万8千円 

3億455万7千円 

2億9,700万円 

11億7,308万3千円 

4億5,956万6千円 

9億1,695万8千円 
3,586万9千円 

1億6,427万4千円 

1億8,000万円 

1億1,178万5千円 

5億9,183万6千円 

5,286万4千円 

町　　税 

地方交付税 

町　　債 

繰 入 金 

国庫支出金 

県支出金 

 

地方譲与税 

そ の 他 収入済額 
予算現額 項

目 

歳　入 収入済額　47億2,795万4千円 

051015202535

地方消費税 
交　付　金 

(億円)

24億858万4千円 

11億8,274万2千円 

12億6,230万円 

0円 

■国保病院事業

区　　分 予算現額 収入済額 支出済額 執行率 

5億9,761万4千円 

1,800万2千円 

1億9,480万6千円 

1,200万円 

2億1,777万2千円 

887万1千円 

36.4% 

49.3%

収　益　的 

資　本　的 

■水道事業

区　　分 予算現額 収入済額 支出済額 執行率 

6億9,289万9千円 

2億8,853万4千円 

3億5,400万6千円 

1,836万5千円 

2億723万円 

6,147万5千円 

29.9% 

21.3%

収　益　的 

資　本　的 

○上半期の業務量…入院延べ人数：32,401人（１日平均13.1人）
外来延べ人数：11,243人（１日平均90.7人）

○上半期の業務量…給水人口：32,796人　給水件数：11,078件
配 水 量：1,963,187m3（１日平均11,096m3）

■町有財産の状況

予算現額 105億8,293万9千円

（平成17年９月30日現在）

公共施設用地

489,539m2

宅地

13,241m2

山林、原野等

14,096m2

建物

66,383m2

基金

39億7,558万3千円

一般会計一般会計

企業会計企業会計

平成1
7年度

上 半
期

財政状況を公 

大洗友部線が開通
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まちの話題 

結
婚
50
周
年
を
迎
え
た

99
組
の
ご
夫
婦
を
祝
う

10
月
25
日
、
友
部
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
で
、
町
内

に
住
む
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
99
組
を
招

き
、
金
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
代
表
者
の
福
島
清
・
千
代
夫
妻
に
川

上
町
長
か
ら
金
婚
証
書
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
出
席
者
を
代
表
し
磯
野
信
一
郎
さ
ん

が
、
妻
の
は
る
の
さ
ん
と
と
も
に
、「
今
後
も
健
康

に
気
を
付
け
、
町
発
展
に
貢
献
し
た
い
」と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
た
ち
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀
を
振
り
返
り
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

鶴
田
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章

平
成
17
年
度
秋
の
叙
勲
で
鶴
田
忠
勝

さ
ん(

随
分
附)

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

し
、
11
月
９
日
、
東
京
虎
ノ
門
の
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
皇
居
を
拝
謁
し
ま
し
た
。

鶴
田
さ
ん
は
、
消
防
団
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
町
の
消
防
活
動
に
貢
献
し
、

平
成
９
年
か
ら
15
年
ま
で
は
消
防
団
長

を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

上
遠
野
さ
ん
、
笠
間

警
察
署
長
賞
を
受
賞

10
月
11
〜
20
日
の
10
日
間
行
わ

れ
た
全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、「
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
22

日
そ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内

で
は
、
上
遠
野
愛
美
さ
ん(

宍
戸
小

６
年)

が
、
小
学
生
の
部
で
笠
間
警

察
署
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
遠
野
さ
ん
の
作
品
は
、
笠
間

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ

レ
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

勲章を受けた鶴田さん

笠間警察署長賞受賞作品

受賞した上遠野さん

大正琴の演奏を聴きながらの会食
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上
野
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

10
月
21
日
、
神
栖
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た「
第
44
回
茨
城
県
更
生
保

護
大
会
」に
お
い
て
、
上
野
忠
夫
さ
ん

(

湯
崎)

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

上
野
さ
ん
は
、
23
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
保
護
司
と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
の

更
生
に
努
め
る
ほ
か
、
地
区
の
犯
罪
予

防
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
な

ど
の
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受賞した上野さん

第14回友部町少年相撲大会 
10月23日　友部中学校相撲場 

　個人の部 

　１年生　優勝　石井　聡(大原小) 

　２年生　優勝　石川　学(宍戸小) 

　３年生　優勝　田中佑昌(友部第二小) 

　５年生　優勝　木暮裕也(宍戸小)

　団体の部 

　高学年 

　優　勝　宍戸小（宍青瀧） 

　低学年 

　優　勝　大原小 

い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日

街
角
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
11
日
、
こ
の
日
を「
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
」

と
し
て
、
社
会
福
祉
会
館
を
会
場
に
、「
い
い
街
角

イ
ベ
ン
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
男

女
共
同
参
画
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
と
も
べ
女
性
の
会
と
町
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ「
共
生
の
会
」に
よ

る
寸
劇
や
片
桐
茂
暢
・
志
津
子
夫
妻
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ「
マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

に
よ
る
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら「
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

て
い
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
と
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
を
見
て
、

自
分
た
ち
夫
婦
も
仲
良
く
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
た
」な
ど
と
感
想
が
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

※町内の優勝のみ（敬称略）

マザーウォーターの演奏

華麗なマジックショー



第30回茨城県お父さんソフトボール大会 
10月16日決勝　行方市玉造総合運動場 

第17回友部町綱引大会 
10月22日　友部中学校体育館 

第55回友部町民ソフトボール大会 
10月30日　町内各グラウンド 

　Ａブロック優勝　旭平ソフトボールクラブ 

　一般男子の部 

　優勝　仁古田 

　一般女子の部 

　優勝　おねえさまーず 

　一般混合の部 

　優勝　友部剣友会 

　中学生男子の部 

　優勝　THE・子供ザコ共 

　中学生女子の部 

　優勝　VICTORY 2 

　小学生の部 

　優勝　グレートゴンザレスレジェンド 

　柿橋Ａグラウンド　　優勝　大沢サンライズ 

　柿橋Ｂグラウンド　　優勝　大沢ひまわり 

　北山Ａグラウンド　　優勝　住吉SAM 

　北山Ｂグラウンド　　優勝　八幡台 

　北川根ふれあい広場　優勝　南友部 

　鴻巣グラウンド　　　優勝　旭ソフト 

　大原グラウンド　　　優勝　住吉･白百合 

※町内の入賞者のみ 

第5回町内小学校対抗アームレスリング大会 
10月23日　友部中学校 

第３回県中学生アームレスリング選手権大会 
10月22日　友部中学校 

第14回友部町グラウンドゴルフ大会 
11月3日　北川根ふれあい広場ほか 

　５年生男子の部 

　優勝　パーフェクトボーイズ(友部第二小) 

　５年生女子の部 

　優勝　SUPER GIRL'S(友部小) 

　６年生男子の部 

　優勝　ハルティータイガース(友部小) 

　６年生女子の部 

　優勝　ドラゴンガールズX(宍戸小)

　女子１年生クラス 

　準優勝　崎野　篤美(友部中) 

　女子２年生クラス 

　優　勝　柏井　美穂(友部中) 

　第３位　芳尾まどか(友部中) 

　女子無差別級 

　準優勝　柏井　美穂(友部中)

　一般の部 

　Ａブロック優勝　旭悠遊Ｂ 

　Ｂブロック優勝　松山団地松寿会Ｂ 

広報ともべ12月号 8

(敬称略)
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友部ＳＡ(サービスエリア)において、ＥＴＣ専用のスマートＩＣ(インターチェンジ)社会実験を来

年３月31日まで実施しています。皆さんから｢今後も引き続き利用できるよう恒久化してほしい｣

との要望も多数寄せられ、スマートＩＣの利用促進に向けてさまざまなイベントを行っています。

11月24日には、スマートＩＣの設置に伴う本町に与える効果や今後の高速道路に期待することなどにつ

いて考える、ハイウェイシンポジウムを町中央公民館で開催しました。当日は、330人の参加者を迎え、

川上町長をはじめ国土交通省や東日本高速道路(株)のほか地元関係団体の方々にも参加いただきました。

国土交通省の谷口道路局長から講演をいただき、パネルディスカッションでは、スマートＩＣの本格導入

に向けて活発な意見交換を行いました。

10月15日、友部ＳＡ下り線を会場に友部ＳＡスマート

ＩＣと地元特産品のＰＲのため、ＪＡ茨城中央、笠間市観

光協会の協賛によりアンケートに協力いただいた約400人

に、栗や笠間焼のぐい呑みをプレゼントしました。

多くの人たちに、スマートＩＣの便利さを知ってもらう良

い機会になりました。

●問合せ　友部ＳＡスマートＩＣ社会実験推進協議会事務局(県道路建設課高速道路対策室内)
TEL 029-301-0220
役場建設課(内線250)   Ｅメール　kensetsu1@town.tomobe.ibaraki.jp 

今後もスマートＩＣの恒久化に向けて、さまざま広報活動を行っていきます。

基調講演の様子

キャンペーン会場の様子

パネルディスカッションの様子

スマートＩＣ推進キャンペーンを開催

より｢使える｣ハイウェイシンポジウムinともべを開催



広報ともべ12月号 10

友部学まちづくり推進大会を開催
－新しいまちづくりについて考えよう－

今年のテーマは、新しいまちづくりで

す。みんなで来年３月に誕生する｢新笠

間市｣について考えてみませんか。

日　時 平成18年１月21日(土)13:30～

場　所 町中央公民館３階大ホール

内　容 まちづくり講座の活動報告

合併に関する講演会

パネルディスカッションなど

笠間市･岩間町で現地研修をしました
友部学まちづくり講座からの報告

10月２日、39人の受講生を迎え開講式を行い友

部学まちづくり講座がスタートしました。第５回

目の10月30日は、来年合併する笠間市･岩間町を

知ろうということで現地に出かけ実際に歩いてみ

ました。笠間市では、

陶の小径やギャラリー

ロードを散策。初め

ての人がほとんどで、

皆さん新たな発見を

したようです。

岩間町では、愛宕

山スカイロッジ周辺

を歩き、合気道開祖

によって建立された、

世界で唯一の合気道

神社に行きました。

町民参画のま
ちづくり

問合せ 
企画課まちづくり推進室（内線323） 
Eメール machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

枝折川地区処理施設の供用開始を目指して 枝折川地区処理施設の供用開始を目指して 枝折川地区処理施設の供用開始を目指して 
生活環境の整ったまち 

●問合せ　農村整備課(内線350) Ｅメール haisui@town.tomobe.ibaraki.jp 

本町の下水道整備は、｢公共下水道｣と｢農業集落排水｣の２つの事業で進めています。農業集落排水事

業は平成６年度から取り組み、市原地区は平成11年４月、北川根地区は平成15年10月にそれぞれ供

用開始をしています。枝折川地区(随分附･旭丘･柏井)は３カ所目になり、平成12年度に着手し19年中

の供用開始を目指し進めています。

枝折川地区処理施設の鍬入れ式

枝折川処理施設の概要
◆管路施設延長　約16,700ｍ

◆処理人口　　　1,930人

◆処理計画戸数　330戸

◆概算事業費　　約20億円

枝折川地区の処理施設は、平成17～18年度の２カ

年の継続事業で実施します。10月20日、柏井地内で

鍬入れ式を行いました。
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「スイスイくん」

第
24
回
友
部
町
民
文
化
祭
が
11
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
、
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
化
祭
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
発
表
・
交
流
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
、
今
年
も
自
慢
の
絵
画
・
写
真
・
生
け
花
・
書
道
な
ど

の
作
品
展
や
、
歌
謡
や
民
謡
、
舞
踊
、
器
楽
演
奏
な
ど
を
披

露
す
る
芸
能
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町の芸能発表会

野点 盆栽･水石展示

町民作品展 高齢者芸能発表会

町
民
文
化
祭

町
民
文
化
祭 

町
民
文
化
祭

町
民
文
化
祭 

町
民
文
化
祭 

第
24
回 

第
24
回 

友部･笠間広域下水道組合では、茨城県下水道促進週間笠間広域下水道組合では、茨城県下水道促進週間(９月４日～９月４日～10日)に

合わせて、下水道促進週間コンクールを実施しました。今合わせて、下水道促進週間コンクールを実施しました。今年は、ポスター年は、ポスター･

作文･新聞･写真･標語･書道合わせて1,165点の応募があり、次の方々が入賞

しました。しました。 

友部･笠間広域下水道組合では、茨城県下水道促進週間(９月４日～10日)に

合わせて、下水道促進週間コンクールを実施しました。今年は、ポスター･

作文･新聞･写真･標語･書道合わせて1,165点の応募があり、次の方々が入賞

しました。 

ポスターの部 

優秀 

入選 

友部中１年 青木　聖士 

嶋田　優紀 

野口奈津美 

飯島　沙樹 

鈴木　大志 

牧山　康太 

友部真里恵 

赤津　怜平 

友部中２年 

友部第二中２年 

友部第二中２年 

友部第二中３年 

友部第二中３年 

友部第二中１年 

友部第二中２年 

 〃 

作文の部 

優秀 

入選 

 〃 

新聞の部 

写真の部 

優秀 

優秀 

標語の部 

優秀 

入選 

大原小３年 久地岡大智 

鶴田　琢真 

入江　亜衣 

後藤　汐里 

神野　貴浩 

飛田　拓耶 

藤枝　咲絵 

北川根小２年 

北川根小６年 

大和田かおり 友部第二中１年 

友部第二中２年 

友部中３年 

宍戸小５年 

藤枝　正樹 

上江州唯里 

友部小１年 

北川根小６年 

友部中１年 

金子明佑美 友部第二中１年 

 〃 

 〃 

 〃 

書道の部 

優秀 

入選 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

(町内入賞者のみ、敬称略町内入賞者のみ、敬称略)(町内入賞者のみ、敬称略)



広報ともべ12月号 12

あ
ず
ま
や
の
美
、
そ
し
て
玉
石
の
美
な
ど

124
キ
ャ
ン
プ
場
西
側
の
山
地
斜

面
に
、
古
い
あ
ず
ま
や
が
あ
る
。

こ
の
あ
ず
ま
や
は
、
古
風
な

二
十
段
程
の
石
段
の
上
に
あ
る

の
で
、
見
落
と
し
て
し
ま
う
あ

ず
ま
や
な
の
で
あ
る
。
な
か
な

か
の
風
情
が
あ
り
、
春
に
は
春

の
、
夏
に
は
夏
の
、
秋
に
は
秋

の
、
冬
に
は
冬
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
を
持
っ
て
い
る
。
か
つ

高
台
な
の
で
、
立
地
条
件
も
良

く
気
持
ち
の
よ
い
場
所
で
あ
る
。

こ
の
二
十
段
の
石
段
の
登
り

口
の
前
に
通
ず
る
道
が
、
古
い

時
代
か
ら
の
北
山
不
動
尊
へ
の

参
詣
の
本
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
節
、
落
葉
し
た
木
の
葉
な

ど
が
吹
き
溜
ま
り
、
路
傍
に
は

古
い
露
出
し
た
石
が
点
在
し
、

昔
の
道
の
懐
か
し
さ
が
蘇
っ
て

く
る
。
小
学
生
時
代
の
遠
足
に

も
こ
の
道
を
通
っ
た
し
、
親
達

に
伴
わ
れ
て
、
北
山
不
動
尊
の

お
詣
り
の
と
き
に
も
通
っ
た
懐

か
し
い
道
な
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
ず
ま
や
か
ら
は
、
藤

棚
の
道
の
藤
棚
を
上
か
ら
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心

道
路
の
桜
並
木
も
、
手
に
と
る

よ
う
に
見
渡
せ
る
。
そ
し
て
、

水
車
小
屋
に
至
る
地
点
の
、
小

規
模
の
湿
性
生
態
園(

ア
ヤ
メ

園)

の
幾
曲
が
り
す
る
木
道
の
美

し
さ
も
ひ
と
目
で
眺
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
の
木
道
を
通
る
人
々
は
、

必
ず
腰
を
か
が
め
て
、
そ
の
水

面
や
ア
ヤ
メ(

ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ

属)

等
々
を
観
察
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
ア
ヤ
メ
園
を
過
ぎ
る
と
、

右
手
に
水
車
小
屋
か
ら
流
れ
て

く
る
水
路
に
出
合
う
。
こ
の
水

路
は
、
多
数
の
玉
石
を
石
積
み

し
た
美
し
い
堤
の
水
路
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
玉
石
の
石
積
み
を

し
た
地
点
は
、
こ
の
水
路
以
外

に
は
な
い
と
思
う
。
そ
れ
ほ
ど

に
美
し
い
石
積
み
な
の
で
あ
る
。

今
、
初
冬
の
時
候
、
そ
の
陽

光
を
受
け
て
く
っ
き
り
と
玉
石

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
浮
か
び
上
が

り
、
右
手
か
ら
射
し
込
む
冬
の
陽

光
の
陰
が
、
左
手
の
陰
を
作
っ
て

美
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
水

路
の
流
れ
は
、
い
つ
も
絶
え
る

こ
と
は
な
い
。
渓
流
の
道
の
水

路
か
ら
流
れ
落
ち
、
水
車
を
回

転
さ
せ
て
、
こ
の
水
路
に
集
ま
っ

て
く
る
。
そ
し
て
東
側
か
ら
の
山

肌
か
ら
流
れ
て
く
る
清
水
も
、
こ

の
水
路
に
入
っ
て
く
る
。

私
の
少
年
時
代
、
こ
の
地
点

に
は
滝
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

不
動
滝
で
あ
る
。
古
木
が
鬱う

っ

蒼そ
う

と
林
立
し
、
い
わ
ば
聖
地
と
も

い
え
る
昔
日
の
不
動
滝
音
を
偲

ぶ
の
は
、
私
ひ
と
り
で
は
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

(

文
責
　
編
集
担
当)

山
の
四
季

 

北
山
の
四
季 



町
の
元気人 

町
の
元気人 

田んぼの中で地域づくり 田んぼの中で地域づくり 
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近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
住
民
意

識
の
多
様
化
、
そ
し
て
、
情
報
化
・
都

市
化
の
進
展
で
、
近
所
づ
き
あ
い
が
減

り
隣
の
家
の
人
も
知
ら
な
い
と
い
う
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が
低
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
や
子
育

て
な
ど
の
福
祉
問
題
や
ご
み
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
問
題
な
ど
行
政
だ
け
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
多
く
の
問
題
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
団
体
な
ど
に
よ
る
地
域

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
大
き
な
力
を

発
揮
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
中
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
の
一
つ
が
、
下
市
原
・
中
市
原

地
区
の
人
た
ち
で
組
織
し
て
い
る「
下

中
会
」で
す
。
こ
の
下
中
会
の
活
動
が
、

希
薄
に
な
っ
た
地
域
の
連
帯
意
識
を
向

上
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
、
石
井
さ
ん
の
住
む
下

市
原
・
中
市
原
地
区
で
は
、
休
耕
田

に
色
鮮
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
地
域
に
来
て
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
、
み
ん
な
に
幸
せ
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
、
石
井
さ
ん
の

そ
ん
な
願
い
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。「
今
、
地
域
も
一
つ
に
ま
と
ま
り

充
実
し
て
い
る
。
今
後
も
、
人
と
人

が
触
れ
合
え
る
地
域
に
根
付
い
た
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し

ま
す
。

み
ん
な
で
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
、

地
域
が
一
つ
に
な
る
下
市
原
・
中
市
原

地
区
。
こ
の
輪
が
、
新
笠
間
市
が
誕

生
し
て
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

平
成
４
年
、「
地
域
の
若
い
人
た
ち

と
の
輪
を
広
げ
た
い
」と
石
井
さ
ん
を

含
め
た
４
人
で「
下
中
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
会
員
も
少
し
ず
つ
増
え

現
在
は
27
人
に
な
り
、
毎
年
多
く
の

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
会
の
メ
イ
ン
事
業
は
、
町
の
名
物

に
な
り
つ
つ
あ
る
、
ま
ち
お
こ
し
と

休
耕
田
活
用
の
一
環
で
始
め
た「
ど
ろ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
す
。
10
回
目
を
迎
え

た
今
年
は
、
県
内
外
か
ら
の
参
加
者

が
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
今
年

も
大
根
を
バ
ト
ン
に
し
た
リ
レ
ー
や

ク
レ
ー
ン
車
を
使
っ
た
タ
ー
ザ
ン
ゲ
ー

ム
な
ど
８
種
目
の
競
技
を
、
み
ん
な

田
ん
ぼ
の
中
で
泥
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
体
験
」と
称
し
て

普
段
、
土
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
親

子
に
野
菜
や
米
づ
く
り
を
体
験
し
て

も
ら
う
事
業
も
、
今
年
は
21
家
族
が

参
加
し
ま
し
た
。「
田

植
え
や
野
菜
の
種
ま

き
か
ら
収
穫
ま
で
を

体
験
し
て
も
ら
い
、

私
た
ち
農
家
と
消
費

者
が
、
直
接
交
流
す

る
こ
と
で
農
業
の
理

解
と
食
の
大
切
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」と
石

井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

そ
の
成
果
は
畑
に
来

れ
ば
分
か
り
ま
す
。

下中会の会長になって今年で３年目になる石井さん。
地域の中でリーダーとして若い人たちを引っ張り、新
しいことにチャレンジしています。

下中会 

会長　石井　進さん（中市原） 
いし　 い　　　  すすむ 

か ちゅう かい 

ふるさと体験農園ふるさと体験農園 ふるさと体験農園 

どろリンピックどろリンピック どろリンピック 
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◆優良図書館として全国表彰
・・平成17年度全国図書館大会・・
今年で91回目を迎えた｢全国図書館大会｣が、

10月26日～28日の３日間にわたり本県で開催

され、大会の中で当館が優秀図書館として表

彰されました。

多彩な事業や

サービス、早期

のインターネッ

ト検索や学校図

書館とのデータ

共有化への先駆

的な取り組みなどの活動が評価され受賞しま

した。表彰は館長が代表で受けましたが、図

書館ボランティアの方々の活動、皆さんの利

用があってのことです。このようなすばらし

い賞をいただいたことを

ステップとし、これから

も利用者の皆さんととも

に地域に根ざした図書館

づくりに努めていきたい

と考えています。

◆子ども読書フェスティバルを開催

◆図書館カレンダー

■…休館日　■…資料整理のため休館
開館時間　火～金曜日 午前９時30分～午後６時

土・日曜日 午前９時～午後５時

問合せ 図書館(�78ー1200 FAX 78ー3683）
ホームページアドレス http://www.lib.tomobe.ibaraki.jp Eメール info@lib.tomobe.ibaraki.jp

お 知 ら せ 行 事 予 定

1月 
日 月 火 水 木 金 土 
 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 ８ ９ 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28 
 29 30 31

12月 
日 月 火 水 木 金 土 
     １ ２ ３ 
 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28 29 30 31

◆おはなし会(毎月第１日曜日・第３土曜日）
1月21日(土) 午後２時から
｢百人一首大会｣
お話の部屋が主催する新春恒例の百人一首

大会です。園児から中学生まで参加できます。
皆さんの参加をお待ちしています。

◆音楽会・名曲コンサ－ト(毎月第３日曜日）
１月は休みです。ご注意ください！

◆名作映画会(毎月第４日曜日）
1月22日(日) 午後２時から
｢ベニスに死す｣
(1971年　イタリア映画:130分)
ビスコンティ監督の名作中の名作
監督　ルキノ･ビスコンティ
キャスト　ダーク･ボガード

ビョルン･アンドルセンほか

◆みんなおいでよ(毎月第４日曜日）
1月22日(日) 午前10時30分から
視聴覚室で紙芝居や大型絵本などの読み聞

かせなど、楽しいことがいっぱい。
※お友達たくさんいるよ、みんなおいでよ！

◯絵てがみ賀状展｢友部絵てがみの会｣
１月11日～１月22日

受け手が明るさ、おもしろさ、夢や希望を感じ
てくれればうれしい賀状展です。

◯写真展｢茨城自然写真の会｣
｢自然賛歌｣

１月24日～２月５日
今回は会員有志がそれぞれのテーマのもとに自

然のささやきに耳を傾け、語りかけ、見つめ、感
動して撮った作品を展示します。
ぜひ、ご覧ください。

ギ ャ ラ リ ー

としょかん としょかん としょかん 

広報ともべ12月号 14
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問合せ 中央公民館 �77－7533 Eメール koumin@town.tomobe.ibaraki.jp

知らせお

オカミ怖くなかったね！オ

10月14日、町内の幼稚園･保育園児のほかに未就園児と保

護者を対象に恒例の演劇鑑賞会を行いました。今年の作品は

｢赤ずきん｣でした。人形劇が始まるまでは怖いオオカミが出

てくると思い怖がって泣いて

いた園児たちも、劇が始まる

と赤ずきんに大きな声で声援

を送っていました。劇終了後

は、赤ずきんとふれあう時間

もあり、子どもたちは大喜び

でした。

月から1年生です！４

11月13日、７歳を迎える344人の元気な子どもたちと保護

者を招待し、七つの合同祝賀式を開催しました。式典の中で、

子どもたちは開式･閉式の言葉やお礼の言葉をとても上手に述

べていました。また、北川根小学校の吹奏楽部の演奏もあり、

楽しい祝賀式となりました。子どもたちの今後の成長が楽しみ

です。

こうみん こうみん 

楽 し く 学 ぼ う 

年末年始の休館日

中央公民館の年末年始の休館

日は、12月28日(水)～１月４

日(水)です。

なお、平成18年３月分の公民

館使用許可申請書の受付けは、

１月５日(木)からになります。

｢七つの合同祝賀式｣の記念写

真を、無料で配布しています。

思い出の記念写真です。早めに

中央公民館窓口でお受け取りく

ださい。

広報ともべ12月号15

年末年始の休館日

七つの合同祝賀式の記
念写真ができました
七つの合同祝賀式の記
念写真ができました



My favorite

募集します！ 

ブルーインパルス 
エスさん（南友部） 

友部中学校(２年)

山口　美
み

桜
お

さん

｢心の奥｣

この作品は、心の世界を描き表した
ものです。すべてコンテでぬったので
かなり大変でしたが、自分なりに納得
のいく作品ができたので良かったで
す。コンテの特徴を生かし、優しい世
界を表現できたと思います。

このコーナーでは、あなたのお気に入りの作品を紹介させていただきま
す。家族やペットの写真・俳句・短歌・イラスト・自由投稿などをお送り
ください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。必ず住所、
氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。

〒３０９-１７９２ 友部町役場町長公室秘書課　広報広聴係まで
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My favorite

募集します！ 

ブルーインパルス 
エスさん（南友部） 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

文
芸 

友部中学校(２年)

山口　美
み

桜
お

さん

｢心の奥｣

この作品は、心の世界を描き表した
ものです。すべてコンテでぬったので
かなり大変でしたが、自分なりに納得
のいく作品ができたので良かったで
す。コンテの特徴を生かし、優しい世
界を表現できたと思います。

このコーナーでは、あなたのお気に入りの作品を紹介させていただきま
す。家族やペットの写真・俳句・短歌・イラスト・自由投稿などをお送り
ください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。必ず住所、
氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。

〒３０９-１７９２ 友部町役場町長公室秘書課　広報広聴係まで
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天
賞

秋あ
き

う
ら
ら
医い

師し

の
み
た
て
は
年と

し

の
せ
い

江
田
　
英
作

地
賞

声こ
え

か
け
て
み
た
く
な
る
よ
な
枯か

れ

案か

山か

子し

沼
田
か
ね
子

人
賞

村む
ら

の
名な

の
消き

え
て
く
稲い

ね

を
刈か

っ
て
い
る

下
条
　
冬
二

優
秀
賞

柿か
き

む
い
て
蔕へ

た

と
い
ふ
字じ

を
辞じ

書し
ょ

で
引ひ

く

雨
宮
　
一
路

優
秀
賞

一い
ち

葉よ
う

忌き

日ひ

銭ぜ
に

を
笊ざ

る

に
何な

ん

で
も
屋や

磯
崎
　
好
子

町
民
文
化
祭
協
賛
友
部
町
民
短
歌
大
会

町
民
文
化
祭
協
賛
俳
句
大
会

町
長
賞

子こ

と
孫ま

ご

が
携け

い

帯た
い

交こ
う

信し
ん

す
る
そ
ば
で
別べ

つ

の
世せ

界か
い

の
吾わ

れ

が
見み

て
い
る

磯
野
は
る
の

議
会
議
長
賞

干ほ
し

柿が
き

の
影か

げ

を
う
つ
せ
る
障
子

し
ょ
う
じ

戸ど

を
張は

り
替か

え
終お

え
て
遅お

そ

き
昼ひ

る

餉げ

す

勝
又
イ
サ
ミ

教
育
委
員
長
賞

竿さ
お

た
て
て
蜻
蛉

と
ん
ぼ

が
止と

ま
る
を
待ま

つ
父ち

ち

は
卒そ

つ

寿じ
ゅ

な
り
し
も
少
年

し
ょ
う
ね
ん

の
瞳め

大
木
　
澄
江

教
育
長
賞

シ
ベ
リ
ア
の
森も

り

の
倒と

う

木ぼ
く

に
跨

ま
た
が

り
て
家う

族か
ら

恋こ

い
も
遥は

る

か
と
な
り
ぬ

添
谷
　
武
男

文
化
協
会
長
賞

吾あ

を
見み

詰つ

む
る
遺い

影え
い

の
母は

は

の
微ほ

ほ

笑え

み
に
三
十
余

さ
ん
じ
ゅ
う
よ

年ね
ん

を
励は

げ

ま
さ
れ
来き

つ

檜
山
　
知
子

観
光
協
会
長
賞

(

薔ば

薇ら)

の
字じ

が
正せ

い

確か
く

に
在あ

る
落ら

く

書が

き
の
意い

図と

な
す
も
の
の
解げ

せ
ず
見み

て
過す

ぐ
鈴
木
　
香
織

公
民
館
長
賞

隣り
ん

国ご
く

に
馬ば

鹿か

に
さ
れ
て
る
我わ

が
国く

に

は
道ど

う

理り

言い

え
ぬ
か
気き

弱よ
わ

な
我わ

れ

も

沼
田
　
庚
子

南な
ん

海か
い

に
ま
た
も
台た

い

風ふ
う

育そ
だ

ち
を
と
り
此こ

の
世よ

最さ
い

後ご

の
ご
と
き
落ら

く

日じ
つ

吉
成
　
裕
子

食生活改善推進員が、 

昔から食べられている 

旬の料理を紹介します。 

　みそは発酵を利用した保存食です。昔か
ら、どこの家庭でも農閑期の１～３月に、
米の収穫時のくず米を利用し１年分を造
りました。造り方や配合の仕方は家々それ
ぞれの味で代々引き継がれ、みそ汁･和え物･
田楽など、日本食には欠かせない食品です。
塩を控えたりこうじを増やしたりして、自
分で好みのみそを造る人も多いようです。 

簡単手造りみそ 

今月のレシピ 
【材料】 
米６kg分のこうじ(みそ屋に依頼)、大豆５kg、 
塩2.5～３kg 

【作り方】 
①大豆は３倍以上の水に一晩浸す。２倍の水を
　入れて指でつまんでつぶれる程度にやわら
　かく煮る。 
②①を熱いうちにペースト状につぶす。（フー
　ドプロセッサーを使うと便利です。） 
③大きめのボウルにこうじと塩を均一によく
　混ぜ、ペーストにした大豆を入れてよく混ぜ
　る。おにぎり大に丸め、みそ玉をつくる。 
④ビニール袋を敷いた桶にみそ玉を詰める。空
　気が入らないように手のひらで押し付けて、
　最後に平らにして表面に塩をふる。 
⑤ビニール袋でぴったり覆い重石をして、直射
　日光が当たらず、温度変化のない涼しいとこ
　ろに置く。熟成は６ヵ月～１年。１～２月に
　仕込んだみそは夏を越すとおいしくなります。 

 



1 月 

 

1 日 

2 月 

3 火 

4 水 

5 木 

6 金 

7 土 

8 日 

9 月 

10 火 

11 水 

12 木 

13 金 

14 土 

15 日 

16 月 

17 火 

18 水 

19 木 

20 金 

21 土 

22 日 

23 月 

24 火 

25 水 

26 木 

27 金 

28 土 

30 月 

31 火 

29 日 

 

 

 

 

 

 

御用始め 

中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

 

 

「論語」に学ぶ　 14:00～15:30 

 

消防出初式 柿橋グラウンド 9:00～ 

 

成人式　 10:00～ 

子育て支援センター　 9:00～12:00 

町立図書館・中央公民館休館日 

 

町立図書館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30  

三種混合　 13:30～14:00 

心配ごと相談 　 13:30～16:00 

9～10ヵ月児相談（H17.3.1～3.31生）　 9:00～10:00 

3～4ヵ月児相談（H17.9.1～9.30生）　 9:00～10:00 

麻しん 常陸クリニック 13:30～14:00  

ＢＣＧ　 13:00～13:20 

三種混合 山本内科小児科医院 13:30～14:00 

風しん あさひクリニック 13:30～14:00 

まちづくり新春賀詞交歓会 

 

 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

マタニティビクス　 13:15～13:30

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

三種混合 塙医院 13:30～14:00 

特設人権相談　 10:00～15:00 

交通事故相談　 10:00～15:00 

マザークラス(１コース)　 9:30～9:45 

三種混合 山本内科小児科医院 13:30～14:00 

風しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

骨粗しょう症検診　 9:30～ 

３才児健診（H14.12.1～12.31生）　 13:00～13:20 

友部学まちづくり推進大会　 13：30～ 

おはなし会　 14:00～ 

骨粗しょう症検診　 9:30～ 

身体障害者・知的障害者相談　 13:30～16:00 

みんなおいでよ　 10:00～ 

名作映画会　 14:00～ 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

行政相談　 13:30～16:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

心の相談室　 9:00～11:00 

５才児相談（H12.12.1～H13.1.31生）　 13:00～14:00 

三種混合 石橋内科医院 13:30～14:00 

健康相談　 10:00～11:30 

ＢＣＧ　 13:00～13:20 

三種混合　 13:30～14:00 

麻しん あさひクリニック 13:30～14:00 

後継者結婚相談　 13:30～15:30 

 

親子スキー教室 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

町立図書館資料整理休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

三種混合 塙医院 13:30～14:00

成人の日 

社 

図 

公 

保 

保 

保 

国 

保 

保 

保 

保 

保 

保 

社 

社 

保 

保 

保 

図 

公 

保 

社 

図 

図 

保 

保 

公 

社 

保 

保 

役 

保 

国 

公 

保 

保 
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電話番号一覧
○友部町役場……77-1101
○中央公民館……77-7533
○町立図書館……78-1200
○保健センター…77-9145
○国保病院………77-0034
○第１保育所……77-6105

役

公

図

保

国

育

※毎週月曜日は中央公民館休館日ですが、教育委員会はご利用できます

情報BOXは21ページからお読みください

○歴史民俗資料館……………77-8925
○社会福祉会館………………77-0730
○いこいの家はなさか………77-5110
○環境センター………………77-2416
○ゆかいふれあいセンター…78-3796
○下水道組合…………………78-0851

警察 友部地区交番
78-0110

消防 友部消防署
78-0119

歴

社

は

環

ゆ

下

役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

広報ともべ12月号 18
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１日

２日

３日

８日

９日

15日

22日

29日

日

月

火

日

月

日

日

日

梅里クリニック

塙医院

国保病院

国保病院

あさひクリニック

本多内科循環器科医院

てらだ内科消化器科

満川医院

０２９９－４５－２００２

７７－００７２

７７－００３４

７７－００３４

７８－５０１１

０２９９－３７－８５５６

７０－５５００

０２９９－４５－２１４６

１月の休日救急当番医

※休日診療は、友部町･岩間町の医師会のご協力により実施されています。
なお、医師の都合により変更することがあります。

明日のあなたに国民年金

広報ともべ12月号19

テレフォンサービス
(�７７－９７１１）

12月13～23日

12月24～１月３日

１月４～13日

／健康情報｢中高年の

膝の痛みについて｣

／民話｢七日七夜

で建てた本堂｣

／北山の四季｢北山へ

の古道探訪①｣

●｢年金ダイヤル｣を新設しました

全国どこからでも次の番号で受付けます。

○年金請求などの年金相談については

0570－05－1165

○すでに年金を受け取っている人の年金相談については、

0570－07－1165

一般固定電話の場合、接続先に関わらず、市内通話料金のみで利用で

きます。

※電話をする際は、手元に年金手帳を用意し、相談内容をまとめておか

けください。

●国民年金相談日　常陽銀行友部支店　１月12日(木)
※相談時間は、10時～15時。相談の際は、年金手帳･年金証書･印かんをご持参ください。
ご希望の方は常陽銀行友部支店にご予約ください。 �77－1154

国保年金課（内線308） nenkin@town.tomobe.ibaraki.jp

あたたかいご厚意まことにありがとう
ございました。

善意の窓

●善意銀行（９月28日～11月１日）

金 10,000円 山口　進 様

金 22,160円 コロナの会 様

金124,785円 (株)丸善茨城工場 様

金 39,000円 匿名(４名)

●ボランティア基金 （11月１日）

金520,287円

友部町ボランティア連絡協議会 様

問

12月は年末の交通事故防止県民運動月間です。安全運転を心掛けましょう。

看護師を募集しています

国保病院の正看護師(友部町職

員)を募集します。

募集人数…２名

応募資格…採用日現在35歳以下

の正看護師免許有資格者または

資格取得見込みの人

募集期間…随時

給与…町条例に基づき支給

試験方法…書類審査、面接等

秘書課(内線205) 

syokuin@town.tomobe.ibaraki.jp

放送大学学生募集

放送大学はテレビ･ラジオで授業を

行う通信制の大学です。今、平成18

年４月入学生を募集しています。詳

しい資料を無料で送付しますので、

お気軽に問合せください。

募集学生の種類

受付期間…12月15日(木)～平成18年

２月28日(火)

放送大学茨城学習センター

(�029－228－0683)

教養学部

科目履修生(６ヵ月在学し、希望

する科目を履修)

選科履修生(１年間在学し、希望

する科目を履修)

全科履修生(４年以上在学し、学

士以上の学位の習得を目指す)

大学院

修士科目生(６ヵ月在学し、希望

する科目を履修)

修士選科生(１年間在学し、希望

する科目を履修)

申 問・

申 問・



役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

町の医療費
(７月診療分）

国 保：被保険者10,680人　医療費 1億7,649万6,820円（前月比 440万5,872円増）
老 人：受 給 者 3,652人　医療費 1億7,284万3,603円（前月比 377万8,708円減）

広報ともべ12月号 20

農業委員会委員選挙人名簿搭載の
申請をしましょう!

年末・年始の町の業務 年末・年始の町の業務 年末・年始の町の業務 ■ごみの収集･直接搬入
◇一般家庭の収集について

年末…12月28日(水)の収集地区まで

年始…１月４日(水)の収集地区から

◇環境センターへの直接搬入について

年末…12月29日(木)まで

年始…１月４日(水)から

受付時間…９時～11時30分

13時～16時

※毎年年末は大変混雑しますので、で

きるだけ早めに環境センターへ搬入

してください。

※直接搬入する場合、可燃ごみ、不燃

ごみ、粗大ごみ、資源物に分けて搬

入願います。

生活環境課(内線311)

haiki@town.tomobe.ibaraki.jp
環境センター(�77－2416)

■町施設等の年末年始の休み

■し尿くみ取り
年末の作業は12月29日(木)まで、年始は１月６日(金)から

行います。年末年始は依頼が集中しますので、早めに業者へ

連絡してください。

施  設  名 

ゆかいふれあいセンター 78-3796 12月26日（月）～1月4日（水） 

図書館 78-1200 12月28日（水）～1月3日（火） 

中央公民館 77-7533

歴史民俗資料館 77-8925

友部町役場 77-1101

保健センター 77-9145

国保病院 77-0034

いこいの家「はなさか」 77-5110 12月30日（金）～1月4日（水） 

12月28日（水） 
　　　　　　  ～1月4日（水） 

12月29日（木） 
　　　　　　  ～1月3日（火） 

休 み の 日 電話番号 

※業務を休む期間中、出生・死亡・婚姻届などは、役場１階の職員
通用口窓口でお預かりします。 問

水泳教室参加者募集

開催期間…１月26日(木)～３月17日(金)

(全15回)

水泳教室 初級／毎週水･金曜日13

時～14時　定員20名

アクアビクス教室 毎週火･木曜日

13時～14時　定員25名

募集期間…１月11日(水)～13日(金)

ワンポイントレッスン 木･金曜日

開催期間…１月27日(金)～３月17日(金)

18時～19時(全15回)

ゆかいふれあいセンター

(�78－3796)

募 集 

申 問・

農業委員会委員選挙人名簿申請書を提出する時期になりました。
この申請は、農業委員の選挙人および被選挙人としての資格が

あることを確認するための大事な手続きです。この申請書を提出
しないと、選挙人名簿に登載されず、また農業委員選挙が行われ
る場合、投票することができなくなります。
申請書は地区の農業生産班長を通じて12月中に配布しますので、

資格のある人は必ず提出してください。なお、農業生産班に加入
していない人は、直接農業委員会で申請してください。

資格要件
平成18年1月1日現在で、次のすべての条件を満たす人
・町内に居住している人
・昭和61年４月１日以前に生まれた人
・10㌃以上の農地を耕作している人、または同居している親族･
配偶者でおおむね年間60日以上農作業に従事している人

※今回は合併後初めての選挙に使用される名簿となります。
農業委員会(内線317) nogyo@town.tomobe.ibaraki.jp問



案 内 
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男女共同参画社会を目指して

積極的に社会参加しよう。 企画課(内線323) machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

男女共同参画推進月間標語優秀賞 ｢あなたらしく、私らしく、個性が活きる共同参画｣ 大貫　七海(友部中３年)

問

ひとこと啓発 

男女共同参画推進グループ 
「共生の会」 

涸沼流域環境美化運動を
実施します

芝焼きと併せて涸沼川･枝折川･涸

沼前川の美化運動を行います。川に

捨てられたごみの回収にご協力くだ

さい。

日時…平成18年１月22日(日)

※天候不順の場合は、１月29日(日)

生活環境課 (内線311)

kankyo@town.tomobe.ibaraki.jp
問

消防出初式を開催します

新春恒例の消防出初式を行いま

す。消防署員と消防団員の勇壮な姿

をぜひご覧ください。

日時…平成18年１月７日(土) ９時～

会場…柿橋グラウンド

※放水試験は、JA茨城中央小原支店

前の涸沼前川で行います。(11時

予定)

総務課 (内線210)

syobou@town.tomobe.ibaraki.jp
問

人口と世帯数 11.１現在

●人　口
男
女

●世帯数

３５,７７３人 (＋ 22）
１７,６２３人 (＋ 16）
１８,１５０人 (＋ 6）
１２,１６１世帯(＋ 11）

※（ ）は前月比

12月の納税等
■国民健康保険税 (第７期)
■固定資産税 (第３期)
■介護保険料 (第５期)

納付期限は12月26日（月）

■国民年金保険料 (11月分)

納付期限は平成18年１月４日（水）

学童保育実施日…毎週月曜日～金曜日、学校休業日
運営時間…児童の下校時刻～18時30分まで(学校休業日は、８時～18時
30分まで)
対象…原則として、以下の①～③の条件をすべて満たす児童。
①町内在住の小学１年～３年生の児童(送迎が可能な家の児童)
②保護者の共働き等により、家で放課後面倒を見ることの困難な家庭の児
童(毎週、平日の３日以上の通所を希望する人)
③学童クラブ運営に保護者の理解を得られる家庭の児童
※保護者の就労状況および児童の希望や利用状況等を配慮し、選考により
入所者を決定します。
定員…宍戸小学校／35人 友部小学校／35人 北川根小学校／35人
大原小学校／35人 友部第二小学校／35人 第一保育所／25人
保育料金…一律月額5,000円(原則、日割り計算は行いません)
※その他、おやつ代として月1,000円、夏休みはその他事業経費がかかり
ます。
申込方法…役場福祉課または各小学校の学童保育室にある申込書･家庭状
況調書および添付書類に記入し、福祉課または学童保育室に提出してくだ
さい。
申込期間…12月22日(木)～平成18年１月13日(金)

福祉課(内線302) f-jidou@town.tomobe.ibaraki.jp

学童保育の児童を募集します

良子（主婦） 良子（主婦） 共子（主婦） 共子（主婦） 

そうね、そこ
で学んだこと
をもとに自分
なりに考えて
行動すればい
いわよね。 

女だからっ
て家事だけ
をしていれば
いいってこと
はないわよね。 

私は社会に役立
つことがしたい
のよ。思い切って
何かのサークル
に入ろうかしら。 

社会への理解
を深めてきち
んとした考え
を持ちたいわ。 

芝焼きを実施します

水田などのけい畔に生息している

カメ虫の駆除を行うため、町内一斉

に芝焼きを実施します。

日時…平成18年１月22日(日)

９時～14時30分

※天候不順の場合は、１月29日(日)

産業振興課 (内線351)

nousei@town.tomobe.ibaraki.jp
問

申 問・
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環境にやさしい大豆油インキを使用しています 古紙配合率100％再生紙を使用しています

広報ともべに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問合せは、秘書課広報広聴係(内線220）まで。
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る
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と
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に
至
り
宥ゆ

う

賢け
ん

と
称
し
ま
し
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、
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を
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す
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ま
し
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刀
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し
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ま
し
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刀
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み
書
き
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き

に
儒
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も
講
じ
ま
し
た
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に
及
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と
い
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ま
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。
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は
、
孝
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戸
本
町
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達
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た
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禄
十
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六
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と
宝
暦
十
三
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六
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の
十
九
夜
念
仏
講
如
意
輪
観
音
像
が
あ
り
ま
す
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▼
11
月
28
日
〜
12
月
１
日
ま
で
の
４
日
間
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組

「
い
ば
ら
き
わ
い
わ
い
ス
タ
ジ
オ
」の
一
つ

の
コ
ー
ナ
ー
が
、
町
中
央
公
民
館
か
ら
生

中
継
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
間
は
、
多
く
の
町

民
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
元
気
な
町
を
Ｐ
Ｒ

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
28
日
の
様
子
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
友
部
町
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▼
一
年
は
早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
で
す
。

今
年
も
広
報
と
も
べ
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
寒
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
、
よ
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

Ｔ
・
O
・
H

友部学の４つの「共
とも

」

共援 
行政運営の中心に 
「町民の参画」を 

置く 

共感 
町民が 

「ふるさと友部」を 
誇りに感じる 

共生 
共に生きる 

「町民の幸せ」を 
実現する 

共創 
町を「町民と行政の 
パートナーシップ」 

で創る 

編 

集 

後 

記 

編 

集 

後 

記 

須賀井無刀斎の碑
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